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【緒言】フルオロホウ酸セラミックスは低い実効原子番号を示す材料であり、さらに優れた熱蛍

光特性を示す材料が存在するため、個人被ばく線量計用の材料として注目されている[1]。例えば、

Dy 添加 Na2Sr2Mg(BO3)2F2 セラミックスは、実用化されている Dy 添加 CaSO4(TLD-900)と同等の

TSL 感受性を示すことが報告されており [1]、その他にも Eu 添加 BaAlBO3F2セラミックスの熱蛍

光特性の探索が行われている[2]。しかしながら、フルオロホウ酸セラミックスの熱蛍光特性に関

する研究は、あまり行われていない状況にある。そこで本研究では新たなフルオロホウ酸セラミ

ックスとして Eu 添加 BaCaBO3Fセラミックスに着目し、その熱蛍光特性を調べた。 

【実験方法】B2O3、Ca(OH)2、BaCO3を 1:2:1 のモル比で混合後、1000℃で焼成して BaCa2(BO3)2粉

末を得た。さらにこの粉末と BaF2、Eu2O3 を化学量論比通りに混合後、1000℃で焼成して Ba1-

xCaBO3F:Eux試料を得た。 

【実験結果】図 1 に、X 線励起時の無添加及び Eu 添加試料のシンチレーションスペクトルを示

す。作製した Eu 添加試料において、Eu3+の 4f-4f 遷移由来のピークが 575−630 nm にかけて観測さ

れた[2]。作製した試料の中でも、0.1%Eu 及び 1%Eu 添加試料が高い強度を示した。 

  図 2 に、X 線を 10 Gy 照射後の無添加及び Eu 添加試料の熱蛍光グロー曲線を示す。0.1%Eu 試

料では 120℃に、1%Eu 試料では 120℃及び 210℃にグローピークが観測された。作製した試料の

中で、0.1%Eu 添加試料が最も高い強度を示した。本講演では、熱蛍光特性の詳細について述べる。 
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図 1 シンチレーションスペクトル。     図 2 熱蛍光グロー曲線(昇温速度 1℃/s)。 
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